
設立からの活動状況

平成２６年１１月作成
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当 多 武 峰 地 域 は ７ 地 区 が あ り 個 々 の 地 区 は 世 帯 数 も 少 な く
そ れ ぞ れ の 地 区 単 独 で の 自 主 防 災 会 設 立 や 運 営 が 難 し い と
考 え 、 ７ 地 区 合 同 で の 自 主 防 災 会 を 設 立 し 運 営 し て い ま す 。
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多武峰地区自主防災会の組織は、 ７地区
の区長の中から会長を選出し、役員も ７地
区から３名づつ選出して、全体の運営を
行っております。

非常時を想定して、消火班、情報収集班、
給食・給水班、救護・避難誘導班、消火救
出班などで構成しています。転
載
不
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多武峰地区住民全員に
防災用ヘルメットを配布し
災害時や危険作業時に利用
して頂く様にしています。

また、地区名と管理番号を
記載し全個数管理しています
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避難時の区民安否確認などに利用しています
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多武峰地区自主防災アンケート 結果

⑦ 防災ヘルメ ッ ト は、 各区より 申請のあっ た区

民数に合わせて平成２ ３ 年３ 月より 順次配布し

平成２ ５ 年８ 月で全ての住民さ んに配布完了し

ています。

⑧ 防災ヘルメ ッ ト は、 玄関先やリ ビングなど普

段一番多く 居る部屋や、 夜間は寝室など災害時

すぐ に持ち出せる場所に保管し て下さ い。

⑪ 今年１ ０ 月頃に２ 回目の避難訓練を 計画し て

います。 日頃から の備えが大切です。 是非と も

参加を お願いし ます。

⑫ 災害は、 いつ起るかわかり ません。 常日頃か

ら 関心を 高めて、 いざと 言う 時の為の備えと し

て、 自分達で出来る事は何か・ ・ ・ 是非と も 考

えてみて下さ い。

７ , 自主防災会が個々に配布し た防災ヘルメ ッ ト は保管さ れていますか？

８ , 上記の防災ヘルメ ッ ト は普段どこ に置かれていますか？

９ , 昨年１ ０ 月に実施し た避難訓練に参加さ れまし たか？

①保管し ている

②家のどこ かにある

③全く 知ら ない

87%

  8%

  5%

棚、 勝手口、 寝室、 納屋、 玄関、 廊下、 居間、 ガレージ

洗面所、 応接間、 電話の所、 事務所、 仕事場、 車

台所、 リ ビング、 机の下、 押入れ、 倉庫、 物置

①参加し た

②参加出来なかっ た

③知ら なかっ た

59%

34%

  7%

10, 上記訓練に当日参加さ れなかっ た方はなぜですか？

①仕事や用事で

②天候が悪かっ たから

③忘れていた

27%

  4%

  2%

11, 次回、 避難訓練が計画さ れまし たら 参加し ますか？

①是非と も 参加する

②都合がつけば参加する

③参加し ない

35%

59%

  5%

12, 災害や防災について考えた事はあり ますか？

①常に考えている

②考えた事がある

③考えた事がない

27%

64%

  7%

⑥ 年２ 回～３ 回程度発行し 桜井市発行の「 わか

ざく ら 」 と 一緒に配布し ています。（ 平成 21 年

12 月発行を 創刊号と し て平成 26 年 7 月発行で

第 8 号と なり ます。）

6, 自主防災会が発行する防災だより を 読んだ事があり ますか？

① 毎回読んでいる 

②何度か見た事がある 

③全く 知ら ない

33%

37%

28%
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会議風景
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初めて消火器を使った！！

消火器の使い方
やっとわかったよ
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◆水消火器を使った訓練

◆地域災害の報告

◆自主防災活動とその必要性について

◆避難訓練の実施と必要性について

◆自主防災意識調査アンケートについて
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避難時の区民安否確認などに利用しています
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近年、海水温の上昇による台風の巨大化やゲリラ豪雨が増えており 、 「がけ崩れ 」や
「土石流」 といった、土砂災害の発生する可能性が高くなっています 。
いざという時に行動できるよ うにするために、 「いつ逃げるか」 、 「 どこへ逃げるか」 「 ど
のよ うに逃げるか」今回の防災訓練で行政との通信訓練や住民への周知方法の確認
を行い、避難準備や行動を自ら考え実践する事で、地域住民全員で防災意識を高め
る事を目的としました。

避難訓練の様子
（今回の参加者は、全人口の７割以上<１５０名>でした。）

目的
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◆救急救命士によるAEDを使った救命講習及び実技

◆三角布を使った応急処置講習及び実技

◆アルファ化米を使って炊き出し体験

◆手作りハザードマップの作成

◆ビデオにて過去の土砂災害について講義を受けました

味は：「ひじきご飯」と「五目ご飯」でした
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定例会は、2ヶ月に1回開催
事務局会議を毎月開催（必要により随時招集）
消火器使い方訓練実施
防災避難訓練年1回実施
防災無線を利用した避難訓練実施
A E Dを利用した普通救命講習実施
三角巾を使った応急処置講習実施
住民学習会の実施
非常食体験（アルファ化米使用）
防災だより、年3〜４回発行
ヘルメットを全世帯に配布
世帯管理台帳作成
避難区民管理（チェック）リスト作成
役員による防災センター見学
テーマを決めてグループ討論会実施
防災資機材の整備
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◆ 各地区ごとにハザードマップの作成

◆ 地域住民とのコミュニュケーションを兼ねた炊き出し訓練

◆ より実践的な内容を取り入れた訓練を実施

◆ 災害・防災に関する区民への更なる啓蒙活動

◆ 各種団体とのより密接な関係構築
（区長会、消防団、観光協会、白寿会、談山神社自警団など）

◆ 体で覚える防災活動
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